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「広島県集落対策に関する検討会議」が検討する事項
（作野整理）

■位置づけ
「第Ⅱ期中山間地域振興計画」に基づき，集落対策に関する具体的なあるべき姿を提示

する。（集落：集落レベル，大字レベル，地区レベル）
■期間
検討期間：令和５年度（2023年度）
実施期間：令和６年度（2024年度）～１０年程度

■検討ポリシー
「バックキャスティング」と「フォアキャスティング」のベストミックス

（背景：２０２５年を目前に控え，厳しい現実を乗り越えつつ，あるべき未来を見据える）
■スタンス
① 「第Ⅱ期中山間地域振興計画」を前提として検討する
②令和８（2026）年度に想定される「第Ⅲ期計画」策定を視野に入れながら策検討する
③30年後のあるべき姿を見据えながら「今後１０年程度」の期間を視野に検討する
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■ 「集落対策に関する具体的なあるべき姿」の内容構成（案）
（事務局作成案に作野広和加筆修正）

序 プロローグ

１章 検討を行う意義
１節 これまで中山間地域が果たしてきた役割
２節 何ら対策を講じなかった場合の社会への影響
３節 中山間地域が秘めたポテンシャル

２章 集落の現状，今後予測される現実
１節 集落実態調査結果（ R2：数値調査の再掲）
２節 無住化に至る過程（ R3：集落実態調査の再掲）
３節 個々の暮らしを支えている機能の限界（同上）
４節 集落人口が減り続けた場合に予測される影響

厳しい状況が予想される方への対応
５節 モデル市町における調査の概要

３章 望ましい集落の暮らしの姿
振興計画で記述する「目指すべき姿」をかみ砕いた中山間
地域に暮らす人々一人一人が幸せを感じることができる
地域の姿

４章 要素①：地域間の機能分担・資源再配置
１節 食料調達、見守り機能、医療へのアクセス など
２節 生活インフラなどの居住環境の在り方
３節 地域経済の好循環（※域外からの資金獲得と流出抑制と
域内資源の高付加価値化等を含む）

５章 要素③：安心して暮らせる生活環境
１節 親族間、他出子や近隣住民によるサポート
２節 住民自治組織による共助
３節 行政におけるコスト配分の現状と今後のニーズ

６章 要素②：これまでの延長線上にない地域運営
１節 取組課題と機能限界に応じたエリア設定
２節 設定エリア毎の地域の意向も踏まえた選択肢や選択時期
３節 選択肢に応じた住民（自助），住民自治組織（共助），

行政（公助）の適切な役割分担（※ベストミックス）

７章 取組の方向性
１節 持続可能な地域運営組織等に向けた育成，

支援（組織内の人材育成等を含む）
２節 中間支援機能の構築（住民自治組織や市町・取組）
３節 共助機能が発揮できなくなった集落への支援
４節 地域経済の好循環に向けた社会システムの構築
５節 国への働きかけ（具体像・アイディア等）
６節 県民の理解促進（自分事化）

８章 具体的な行動と役割分担

９章 今後の課題

資料５補足

「振興計画」に記載されている内容

「振興計画」に記載されている内容
だが，加筆・修正が必要な内容

【各論】

【総論】 【実現手法】

【課題】
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【参考】「持続可能な多自然地域プロジェクト」（兵庫県）

（兵庫県HPより転載）
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